
この広報誌は赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。

～主な内容～

◆災害ボランティアセンターについて

◆令和2年度事業計画・予算

◆令和元年度事業報告・決算

◆豪雨災害等の貸付について

◆一般会費、特別会費のお礼

※今回の広報誌は、夏号・秋号の合併号となっております。

summer
autumn



ボランティアセンター

８月末までに延べ６,５８１名のボランティアの方に芦北町・津奈木町で活動

をしていただきました。

これまでご支援いただいた関係機関・団体の皆さま方、活動にご参加いただ

いた皆さま方、本当にありがとうございました。

今後も復旧・復興に向けて活動してまいりますので、よろしくお願い申し上

げます。
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ボランテ ィ ア活動 の様子
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芦北・津奈木広域災害
７月３日（金）からの豪雨により、大規模な災害が発生。

芦北町においても多くの被害がでました。

社会福祉協議会では７月６日（月）に「芦北・津奈木広域災害ボランティアセンター」

を芦北町役場田浦支所２階に設置しました。

７月７日（火）からは県内在住者に限りボランティアを募集し、活動を開始しました。

ボ ラ ン テ ィ ア 受 付 中 マ ッ チ ン グ の 様 子

熊 本 県 ト ラ ッ ク 協 会 に よ る
町内災害ゴミ回収の出発式の様子

オリエンテーションの様子

熊本県トラック協会による
町 内 災 害 ゴ ミ 回 収

海 路 地 区 一 斉 作 業

猛暑の中、ボランティアの皆さんの
対応に連日奮闘される内山会長

芦北町漁業協同組合から氷の提供を
いただき、熱中症の予防もできました



令和２年度 事業計画・予算

きずなの里において、令和2年3月17日に理事会が、3月26日に評議員会が開催されました。

両日とも事業計画及び予算等の審議が行なわれ、下記のとおり決定されました。

社会福祉協議会では、本年度も芦北町地域福祉活動計画に基づき、自助・共助・公助の協働に

よる地域福祉推進体制を確立し、誰もが安心して生活できる福祉のまちづくりを推進します。事業計画

基本理念 ～共助の心で みんなで取り組む やさしいまちあしきた～

基本目標 各拠点ごとの事業

・地域福祉推進事業

①本所運営事業 ②支所運営事業
③地域福祉事業 ④共同募金配分金事業
⑤生活困窮者等支援事業 ⑥介護予防事業

・介護保険事業 ・地域包括支援センター事業

①居宅サービス事業 ①介護予防ケアマネジメント事業
②居宅介護支援事業 ②地域包括支援センター運営事業

・もやい直しセンター事業

①もやい直しセンター運営事業 ②保健センター運営事業

・シルバー人材センター事業

①シルバー人材センター運営事業 ②御休み処事業

資金収支予算

（単位：千円）

会費収入

5,904 1.9%）

寄付金収入

3,601 （1.1%）補助金収入

46,597 （14.6%）

受託金収入

86,594 (27.2%)

事業費、貸付事業収入

32,713 (10.3%)

負担金収入

2,479 (0.8%)

介護保険事業収入

111,515 (34.9%)

障害福祉サービス等事業収入

192 (0.1%)

受取利息、その他の収入

728 (0.2%)

繰入金収入

16,573 (5.2%)

前期支払資金残高

11,743 (3.7%)

収入
318,639千円

地域福祉推進事業

117,643 （36.9%）

介護保険事業

88,534 （27.8%）

地域包括支援センター事業

60,461 （19.0%）

もやい直しセンター事業

20,520 （6.4%）

シルバー人材センター事業

31,481 （9.9%）

支出
318,639千円

人件費支出

196,140（61.5%）事業費、貸付事業支出

88,383 （27.8%）

事務費支出

3,871 （1.2%）

共同募金配分金事業費

6,827 （2.1%）

助成金、負担金支出

3,399 （1.1%）

その他の活動支出

19,385 （6.1%）

予備費支出

634（0.2%）

支出
318,639千円

収入内訳（法人合計）

収入内訳（拠点区分別） 支出内訳（法人合計）
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【法人総合計】

（単位：円）

決 算

会費収入 5,885,840

寄附金収入 3,090,520

経常経費補助金収入 46,185,187

受託金収入 79,628,919

貸付事業収入 110,000

事業収入 23,767,499

負担金収入 2,170,600

介護保険事業収入 105,358,288

障害福祉サービス等事業収入 648,433

受取利息配当金収入 10,716

その他の収入 1,507,659

事業活動収入計(１) 268,363,661

人件費支出 188,734,111

事業費支出 72,350,549

事務費支出 3,592,323

貸付事業支出 110,000

共同募金配分金事業費 4,957,688

助成金支出 2,838,000

負担金支出 58,818

その他の支出 241,803

事業活動支出計(2) 272,883,292

施設設備等補助金収入 0

施設設備等収入計(４) 0

固定資産取得支出 2,503,240

施設設備等支出計(５) 2,503,240

積立資産取崩収入 1,034,682

事業区分間繰入金収入 0

拠点区分間繰入金収入 0

サービス区分間繰入金収入 0

その他の活動収入計(7) 1,034,682

積立資産支出 2,356,144

事業区分間繰入金支出 0

拠点区分間繰入金支出 0

サービス区分間繰入金支出 0

その他の活動支出計(8) 2,356,144

勘 定 科 目

収

入

 

収

入

△ 8,344,333

35,332,421

26,988,088

△ 1,321,462

△ 4,519,631
事業活動資金収支差額

(3)=(1)-(2)

施設整備等資金収支差額

(6)=(4)-(5)
△ 2,503,240

施

設

整

備

等

収

支

収

入

支

出

当期末支払資金残高

(11)+(12)

-

その他の活動資金収支差額

(9)=(7)-(8)

当期資金収支差額合計

(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

前期末支払資金残高(12)

予備費支出(10)

支

出

そ

の

他

の

活

動

に

よ

る

収

支

事

業

活

動

に

よ

る

収

支

支

出

芦北町地域福祉活動計画に基づき、次のとおり事業(活動)を
実施しました。

令和元年度 事業報告・決算

きずなの里において、令和2年6月4日に理事会が、6月23日に評議員会が開催されました。

両日とも事業報告及び決算の審議が行なわれ、下記のとおり決定されました。

事業報告 決算報告

Ⅰ 住民主体の地域福祉の推進

❑Ⅰ-１. 小地域福祉活動の推進
① 小地域福祉推進事業

❑Ⅰ-２. 地域福祉コーディネートの充実
① 水俣・芦北地域見守り活動推進事業

Ⅱ 地域福祉の担い手づくり

❑Ⅱ-１. 地域福祉活動推進員の育成
① 地域福祉活動推進員の設置及び育成

❑Ⅱ-２. ボランティア活動の理解とセンター機能の充実
① ボランティアセンター事業
② ボランティア協力校の指定及び福祉教育の充実

Ⅲ 安心して暮らせる地域づくり

❑Ⅲ-１. 自立した生活の支援
① 地域福祉権利擁護事業
② 共同募金運動の推進及び地域配分金事業
③ 福祉資金貸付事業
④ 生活困窮者等自立相談支援事業
⑤ シルバー人材センター事業
⑥ もやい直しセンター運営事業
⑦ 介護保険指定居宅サービス等事業
⑧ 芦北町高齢者生活福祉センター管理運営事業
⑨ 田浦福祉センター管理運営事業
⑩ 芦北町地域包括支援センター事業
⑪ 転倒骨折予防事業
⑫ 水俣病発生地域高齢者等在宅支援事業

❑Ⅲ-２. 災害時支援体制の整備
① 災害ボランティアセンター機能の充実
② 芦北町災害時避難行動要支援者避難支援計画

との連携

Ⅳ 地域福祉活動の基盤づくり

❑Ⅳ-１. 社協の機能・体制の強化
① 本所運営事業

❑Ⅳ-２. 広報・啓発活動の推進
① 広報紙・ホームページの充実

基本目標

基本目標

基本目標

基本目標
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特例 措置

貸付対象者 被災世帯（低所得世帯等に限らない）

貸付上限 １０万円以内（特別な場合（＊）20万円以内）

据置期間 1年以内

償還期限 2年以内

貸付利子・保証人 無利子・保証人不要

令和２年７月豪雨災害により被災された世帯を対象に、生活費の貸付を行います。

令和２年７月豪雨災害にかかる生活福祉資金特例貸付の

実施について

（＊） ❶世帯員の中に被災による死亡者がいる場合
❷世帯員に要介護者がいる場合
❸４人以上の世帯である場合
❹世帯員に被災による重傷者や妊産婦、学齢児童がいる場合

【問い合わせ先】総務課地域福祉係 ☎0966（86）0294

失業された方等向け（総合支援資金）

◼ 対象者

新型コロナウイルスの

影響を受け、休業等に

より収入の減少があり、

緊急かつ一時的な生計

維持のための貸付を必

要とする世帯
※従来の低所得世帯等に
限定した取扱を拡大。

◼ 据置期間

１年以内

※従来の２ヶ月以内
とする取扱を拡大。

◼ 償還期限

２年以内

※従来の１年以内
とする取扱を拡大。

◼ 貸付利子・保証人

無利子・不要

緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に、
少額の費用の貸付を行います。

◼ 貸付上限額

１０万円以内

（学校等の休業等の

特例２０万円以内）

※従来の１０万円以内
とする取扱を拡大。

◼ 対象者

新型コロナウイルスの

影響を受け、収入の減

少や失業等により生活

に困窮し、日常生活の

維持が困難となってい

る世帯
※従来の低所得世帯に
限定した取扱を拡大。

◼ 貸付上限額

・月２０万円以内

(２人以上)

・月１５万円以内(単身)

貸付期間:原則３ヶ月以内

◼ 据置期間

１年以内
※従来の６ヶ月以内とする
取扱を拡大。

◼ 償還期限

１０年以内

◼ 貸付利子・保証人

無利子・不要

※従来、保証人ありの場合は、
無利子、なしの場合は、
年１.５％とする取扱を緩和。

生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を行います。

休業された方向け（緊急小口資金）

注 原則、自立相談支援事業等による支援を受け付け、
継続的な支援を受けることが要件となります。

時的な資金の緊急貸付に関するご案内一

広報きずな 6

✔必要書類

○被災したことがわかるもの（罹災証明書、または罹災証明申請書の写し、もしくは被災証明書）

○住民票（同居している世帯全員分・続柄が記載された発行3か月以内のもの）

○身分を証明できるもの（運転免許証、健康保険証、マイナンバーカード、在留カード等）

○印鑑（印鑑がない場合は受付時にお申し出ください）

○申込者の預金通帳またはキャッシュカード等預金口座がわかるもの



ご理解・ご協力ありがとうございました

加入件数 ５，３８３件
一般会費納入 ５，３８３，０００ 円

社会福祉協議会一般会費、特別会費

今 年 度 も 行 政 区 長 や 世 話 人 の 方 を 通 し て 、 本 会 の 地 域 福 祉 活 動 に 賛

同 し て も ら っ た 世 帯 に 一 般 会 員 と し て 加 入 い た だ き ま し た 。

ご 協 力 い た だ い た 会 費 は 、 前 年 度 実 績 を も と に 各 地 域 へ 小 地 域 福 祉

活 動 助 成 金 と し て 交 付 し 、 ま た 、 モ デ ル 事 業 ・ 防 犯 グ ッ ズ 等 ・ サ ロ ン

活 動 の 助 成 事 業 や 地 域 福 祉 活 動 推 進 員 の 研 修 、 住 民 向 け の 講 演 会 な ど

に 活 用 致 し ま す 。

皆 さ ま の ご 理 解 ・ ご 協 力 に 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。

８ 月 ３ １ 日 時 点 の 一 般 会 員 の 加 入 状 況 は 下 記 の と お り で す 。
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◆有限会社平江商店 ◆有限会社永田商店 ◆宍倉税理士事務所

◆紫おん福祉の家 ◆百崎内科医院 ◆ハートケア熊本

◆野坂の浦荘 ◆みつば学園 ◆ケアパーク

◆ 新清苑 ◆芦北クリニック通所リハビリテーションさくら

◆くまもと芦北療育医療センター

施 設 ・ 事 業 所 ・ 企 業 等 に も 特 別 会 員 と し て 今 年 度 も 以 下 の 皆 さ ま

に 加 入 い た だ き ま し た 。

ご 協 力 い た だ い た 特 別 会 費 は 、 芦 北 町 の 地 域 福 祉 向 上 の た め 、 活

用 致 し ま す 。

8 月 3 1 日 時 点 ( 順 不 同 、 敬 称 略 )

【 一 般 会 費 】

【 特 別 会 費 】



シルバー人材センター事業
マスコットキャラ
「チエブクロー」

【問い合わせ先】
芦北町シルバー人材センター ☎0966(86)0294

芦北町社会福祉協議会

社会福祉協議会で開催するイベントのお知らせや事

業の周知をフェイスブックで行っていきます。

芦北・津奈木広域災害ボランティアセンターの情報

もこちらで発信しております。

また、ホームページも運営していますので、そちらも是

非ご覧ください。

主な仕事内容・・・

・草刈り

・草取り

・庭木の剪定

・施設管理

・施設清掃

・温泉施設清掃など

シルバー人材センター
会員大募集！！

社会福祉協議会の
フェイスブックをはじめました
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シルバー人材センターでは、新入会員を募集してい

ます。

町内在住でおおむね６０歳以上の健康で働く意欲

がある方ならどなたでも入会できます。

入会については随時受け付けております。

まずは気軽にご連絡ください。

現 在 、 民 生 委員 ・ 児 童 委員 の活動に つ き ま し て は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染

症予防 ・ 拡 大防止の た め 、 外 出自粛などの接触機会の低減 に よ る ま ん 延防止

を行 っ て い ま す 。

民生委員 ・ 児童委員の活動は 、 地域に と っ て欠かす こ と ので き な い活動であ

り ま すが 、 現 在 、 無理 のな い範囲での活動 を し て お り 、 個別訪問等は一時休止

し てい る状況です 。

相談等があ る場合は 、 電話での受付は引き続 き行 っ て お り ま すので 、 お住 ま

いの地区の担当民生委員に お電話 く だ さい 。

担当地区や連絡先が不明な場合は社会福祉協議会も し く は役場福祉課まで

お問い合わせ く だ さい 。

民生委員の新型コロナウイルス感染予防・拡大
防止に向けた対応について

社会福祉協議会 ☎0966(86)0294 役場福祉課 ☎0966(82)2511



八幡荘

八
幡
荘
で
は
、ご
利
用
者
様

と
２
月
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
苗

を
植
え
、５
月
に
収
穫
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
で
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
ご
飯

に
し
て
美
味
し
く
い
た
だ
ま
し
た
。

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
で
マ
ス
ク
不
足
が
続
い
て
い

る
為
、
感
染
拡
大
防
止
を
目
的
に

手
作
り
マ
ス
ク
を
ご
利
用
者
様
と

作
成
中
で
す
。

皆
さ
ん
、楽
し
ん
で
マ
ス
ク
づ
く

り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

きずなの里

き
ず
な
農
園
に
栽
培
し
て
い

た
夏
豆
の
収
穫
・サ
ヤ
か
ら
取
り

出
す
作
業
を
、ご
利
用
者
様
に
協

力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

収
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来
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が
分
か
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ゆ
で
に
し
て
、ご
利

用
者
様
に
味
わ
っ
て
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ら
い
ま
し

た
。

これくらいのもんなら朝飯前たい!!

よか大きさになっとるたい!!

たくさん収穫できました!!
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香

典

返

し

及

び

一

般

寄

付

本
協
議
会
に
御
芳
志
賜
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
２
年
３
月
１
日

～

令
和
２
年
8
月
末
受
付
分
（
敬
称
略
）

香
典
返
し

【
３
月
】

・
出
口

好
昭

豊
岡

（
故
出
口
カ
ズ
エ
）

・
緒
方

俊
二

宇
土
市

（
故
緒
方

健
一
）

・
三
谷

孝
一

豊
岡

（
故
三
谷

純
子
）

・
江
上
サ
ツ
子

計
石
西

（
故
江
上

格
）

・
山
中
紀
惠
子

熊
本
市

（
故
岡
本

好
子
）

・
上
野

光
雄

海
浦
１

（
故
上
野
タ
ツ
ノ
）

・
伊
藤
由
美
子

熊
本
市

（
故
伊
藤

澄
枝
）

・
吉
田
キ
ヌ
子

上
原

（
故
吉
田

忠
雄
）

・
坂
口

典
子

湯
浦
南

（
故
岡
村

裕
子
）

・
下
村
惠
美
子

芦
北

（
故
下
村

寅
雄
）

・
岩
崎

健

宮
崎

（
故
岩
崎
チ
サ
子
）

・
中
村

逸
郎

井
牟
田
2
（
故
中
村
ト
メ
ノ
）

・
松
本

基
信

大
野

（
故
松
本
ト
モ
エ
）

・
山
本
小
百
合

大
野

（
故
勝
田
登
美
子
）

・
芥
川

正
孝

花
岡
東

（
故
芥
川
千
代
子
）

【
４
月
】

・
宮
本
芙
美
子

計
石
東

（
故
宮
本

力
）

・
濱
田
ミ
チ
子

田
浦
町
３
（
故
濱
田

泰
藏
）

・
釜

修
弥

女
島
西

（
故
釜

久
美
枝
）

・
藤
井

政
子

平
生

（
故
藤
井
モ
モ
ヨ
）

・
津
田

保
子

八
代
市

（
故
山
本
マ
サ
子
）

・
石
川

律
子

兵
庫
県

（
故
篠
原
キ
ワ
ヨ
）

・
本
村

明
美

小
田
浦
３
（
故
本
村

健
作
）

・
橋
口
や
ち
よ

湯
浦
東

（
故
橋
口

安
弘
）

・
川
元

裕

田
浦
２

（
故
川
元
サ
エ
子
）

・
太
田

悦
子

海
浦
１

（
故
太
田

安
友
）

【
５
月
】

・
山
下
奈
由
美

宮
浦

（
故
山
下
マ
サ
子
）

・
一
原
富
士
子

熊
本
市

（
故
一
原
フ
サ
エ
）

・
木
村

義
弘

井
牟
田
１
（
故
木
村
ヒ
ロ
子
）

・
平
山

藤
雄

大
川
内
南
（
故
平
山

セ
ツ
）

・
仁
禮

順
子

宮
崎

（
故
仁
禮

勉
）

・
松
寺

秀
幸

小
田
浦
５
（
故
松
寺

勝
）

・
桑
田

英
雄

桑
原

（
故
桑
田
成
太
郎
）

・
福
田

正
澄

計
石
東

（
故
福
田
ア
サ
エ
）

・
楠
原
サ
チ
子

八
幡

（
故
楠
原

宣
人
）

・
岡
本

伸
英

花
岡
西

（
故
岡
本

一
枝
）

・
告
坂
ヒ
ロ
エ

田
浦
２

（
故
告
坂

正
）

・
宮
﨑

泰
浩

道
川
内
東
（
故
宮
﨑

義
人
）

・
芳
邑
ヤ
チ
ヨ

八
幡

（
故
芳
邑

正
孝
）
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【
６
月
】

・
竹
田

保
之

乙
千
屋

（
故
竹
田

修
）

・
梶
田
あ
け
み

高
岡
南

（
故
梶
田

正
二
）

・
田
中

成
彬

熊
本
市

（
故
田
中

哲
夫
）

・
吉
田

清
美

芦
北

（
故
吉
田

昭
吉
）

・
竹
本

慎
吾

花
岡
西

（
故
竹
本

勝
美
）

・
濵
村

俊
昭

熊
本
市

（
故
濵
村

要
）

・
今
村
ノ
ブ
子

湯
浦
南

（
故
今
村

廣
）

・
木
村

明
子

湯
浦
北

（
故
木
村

茂
夫
）

・
桑
本
ノ
リ
子

桑
原

（
故
桑
本

寿
仁
）

・
三
道
ト
シ
エ

花
岡
東

（
故
三
道

義
満
）

・
中
山
ち
ず
子

小
田
浦
５
（
故
中
山

敏
憲
）

・
山
田
ツ
ヤ
子

高
岡
南

（
故
山
田

寛
男
）

・
矢
野

信
子

伏
木
氏

（
故
矢
野

弘
志
）

・
山
下

慶
子

諏
訪

（
故
山
下

正
男
）

・
田
中

康
博

鶴
木
山

（
故
田
中
リ
ツ
子
）

【
７
月
】

・
木
林
佐
世
子

宮
崎

（
故
木
林

幹
夫
）

・
鬼
塚

亨

白
岩

（
故
川
野
ツ
ル
エ
）

・
衛
藤

裕
示

湯
浦
東

（
故
衛
藤
満
津
衛
）

・
中
田
美
代
子

田
浦
１

（
故
中
田

豊
穣
）

・
薮
口

裕
治

田
浦
４

（
故
薮
口

正
道
）

・
松
本

秀
也

田
浦
町
１
（
故
松
本

昭
生
）

・
名
切
由
美
子

兵
庫
県

（
故
宮
地

チ
マ
）

・
出
口

律
子

豊
岡

（
故
出
口

好
昭
）

・
小
山

睦
男

田
浦
１

（
故
小
山

藤
子
）

・
田
中
ミ
ツ
エ

田
浦
町
４
（
故
田
中

太
一
）

・
比
屋
定

敏

小
田
浦
６
（
故
比
屋
定
ミ
チ
子
）

・
松
﨑

正
一

米
田

（
故
松
﨑
シ
ズ
モ
）

・
宮
原
千
代
子

西
告

（
故
宮
原
キ
ク
エ
）

【
８
月
】

・
渕
上

修
一

向
町

（
故
渕
上

テ
イ
）

・
坂
田

敏
子

田
浦
町
１
（
故
坂
田

義
勝
）

・
平
嶋

榮
男

吉
尾

（
故
平
嶋
美
智
秋
）

・
釜

健
二

計
石
東

（
故
釜

ス
ミ
エ
）

・
小
﨑

和
成

津
奈
木
町
（
故
小
﨑

峰
子
）

・
小
﨑

和
成

津
奈
木
町
（
故
小
﨑

清
一
）

・
矢
野

解
光

伏
木
氏

（
故
矢
野
ま
さ
子
）

・
平
生

慶
一

平
生

（
故
平
生
フ
サ
エ
）

・
岩
田
ミ
エ
子

田
浦
町
２
（
故
岩
田

大
和
）

・
平
山

一
信

花
岡
東

（
故
平
山
ス
ミ
エ
）

・
遠
山

省
語

小
田
浦
5
（
故
遠
山

ジ
ツ
）

・
山
本
タ
エ
子

大
川
内
西
（
故
山
本

定
信
）

・
大
瀬

妙
子

新
町

（
故
酒
井

民
子
）

・
矢
野
ハ
ス
子

宮
崎

（
故
矢
野

明
）

・
川
北

玲
子

芦
北

（
故
川
北

龍
秀
）

・
地
方

昇
人

米
田

（
故
地
方
フ
ジ
ノ
）

・
緒
方

義
勝

米
田

（
故
緒
方

一
男
）

・
福
浦

正
明

福
浦

（
故
福
浦

逸
喜
）

・
斉
藤
キ
ミ
ヨ

小
田
浦
４
（
故
斉
藤

守
昌
）
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印
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/
 (有

)芦
北
綜
合
印
刷

現在、全国的に広がりをみせている 『 いきいき百歳体操 』。
おもり(本人の状態に応じて、200g～1kg程度)を使った体操で、誰でも簡単に取り組めます。

週1～2回行うことで効果が出ると言われています。

今号から“いきいき百歳体操”の運動の一部を紹介していきます。

今回は、上半身を鍛える運動を紹介します。無理のない範囲で取り組みましょう。

１、２、３、４ …と声を出しながら数え、１０セット を目標に行いましょう！

いきいき百歳体操を始めよう

腕を前に上げる運動

１０月１日(木)～１２月３１日(木)まで、全国一斉に赤い羽根共同募金運動が実施されます。

芦北町においても、行政区長を通じて戸別募金を実施します。

また、職場での募金や個人での募金等、様々な形で受け付けております。

芦北町の地域福祉サービス向上のため、ご協力をお願いいたします。

「令和２年7月豪雨災害」の義援金も受け付けておりますので、重ねてお願いいたします。

また、芦北・津奈木広域災害ボランティアセンターに設置した赤い羽根共同募金の自

動販売機に、ボランティアの皆さまからたくさんの応援メッセージをいただきました。

ありがとうございました。

❶膝の上からゆっくりと腕を上げます

❷ 肩の高さまで上がったら、
そのままゆっくり下ろします

❶ 両腕をゆっくり横に上げます

❷ そのままゆっくり下ろします

じぶんの町を良くするしくみ
赤い羽根共同募金

効 果
肩の前の筋肉を鍛え、物を持ち上げたり
するのが楽になります。

腕を横に上げる運動

【問い合わせ先】
芦北町地域包括支援センター ☎0966(86)2270

効 果
肩の横の筋肉を鍛え、物を持つ際や
布団からの起き上がりが楽になります。


